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平成24年を迎えて
市立札幌病院長 吉　田　哲　憲
　平成24年、辰年、明けましておめでとうございます。
　昨年は東日本大震災、福島原発事故とい う未曾有の災害を経験 させ られた年であ りましたが、被災地
の復興が進まない中、平成24年、2012年を迎えました。
　今年は市立札幌病院にとって大きな課題であった静療院の問題に終止符を打つ年とな ります。現在、
本院に隣接して建築中の精神科病棟が2月 には竣工し、4月 から診療を開始する予定となってお ります。
　ここで、この機会をお借 りして、現在に至るまでの市立札幌病院精神科の変遷について述べさせてい
ただきます。
　市立札幌病院精神科は、明治40年に建築された区立札幌病院(現 在の市立札幌病院)円 山精神病舎 に
おいて診療を開始いたしました。その後、市街地の発展に伴い、静療に適した地への移転が必要となり、
昭和7年 には平岸を移転先 として選定し、昭和8年 の静療院着工 とともに内科のなかにあった精神神経
科を分離独立させ、昭和9年 、北海道内の公立病院における精神医療の草分けとして静療院が誕生いた
しました。
　その後、昭和48年には木造から鉄筋コンクリー ト地下1階地上5階 建の病院に改築し、児童精神科専
門外来、小児特殊病棟が併置されました。さらに、改修を加えなが ら、小児精神医療、老年精神医療な
ど、時代の流れ とともに札幌市において必要 とされる精神科医療を担ってまい りました。
　一方、この間、医療供給体制や医療を取り巻 く環境は大きく変化 し、札幌市は国内で精神科病床が最
も多い精神科医療過密都市 とな り、他方、平成10年の診療報酬引き下げに続き、平成14年からの小泉政
権による低医療費政策が とられた結果、全国的に病院経営は悪化し、ついには病院が破綻 し、必要な医
療が供給できない とい う医療崩壊とよばれる状況 となりました。
　特に、安い医療費で患者を収容するという形態の我が国の精神科医療は、診療報酬の上では不当に低
く評価されることとな り、身を粉にして働いても経営的メリッ トがない総合病院の精神科は、縮小する
か消滅する時代になってしまいました。
　当然、一般会計からの繰 り入れに依存 した静療院の運営には強い批判が寄せられるようになり、平成
15年に、有識者で構成 される 「市立札幌病院のあり方に関する懇話会」から提出された 「市立札幌病院
のあり方に関する答申」では、「一般精神や老人性痴呆(当 時の記載のまま)の慢性疾病患者について
は、民間医療機関に任せるべきである。 しか しながら、札幌市内には、身体的合併症を伴った精神疾病
等を管理できる医療機関や収容病床がないことか ら、市立札幌病院は、本院で、このような患者の対応
を行 うべきである。」との強い指摘を受けることとなりました。
　市立札幌病院においても、この静療院の厳しい経営環境を何 とか打破すべ く病床規模の縮小や救急 ・
急性期精神科医療への対応等の方策(平成17年策定の市立札幌病院パワーアッププランー医療機能を充
実 ・強化した自治体病院をめざして一)を とってまい りましたが、桑園にある本院と平岸にある静療院
とでは、連携 ・支援体制を強化することが難しいのが実態でありました。
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　そこで、平成19年に総務省から出された公立病院改革ガイ ドラインに沿って作成を指示 された改革プ
ラン(=市 立札幌病院　新パワーアッププラン)を策定するに当たり、総務省の指示によるプラン策定
の四つの視点〈①役割の明確化　②経営の効率化　③再編 ・ネットワーク化　④経営形態の見直し〉の
なかの 「②経営の効率化」として(11p療体制の強化及び病棟機能の再編　②収入増加 ・経費節減　(3働
務環境の整備等　(4)患者サービス　(5)経営の効率化の5項 目を掲げ、上記(1)診療体制の強化として 「精
神科医療の再編一静療院成人部門の本院統合による精神科身体合併症患者への対応」を明確 に打ち出し
たのでありました。
　具体的な統合形態については、多くの議論を重ねた後、最終的に、本院の南側に38床の精神科病棟を
新設することとなり、平成24年4月の診療開始を目指 して、現在、建築の最終段階に入っています。
　 この新棟が完成することにより、急性期病院である市立札幌病院の精神科は、①救命救急センターと
連携 した精神科救急医療　②精神科疾患を持つ患者 さんの身体疾患の治療　に対応することが可能とな
り、札幌市民のために真に必要とされる精神科医療を提供できるものと確信 しています。
　今年は辰年でありますが、辰は 「漢書　律暦志」によると、「動いて伸びる」 「整 う」を意味し、草木
が盛んに成長し、形が整った状態を表す と解釈されるのだそうです。平成24年が、「市立札幌病院が精
神科病棟の新設により一層成長し、整った病院となる」年 となることを心から祈っています。
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